






要約 WKAラットにsublethalな放射線照射後,シクロスポリンA(CSA)を短期間投与し,その

後中止すると,皮膚の紅斑,脱毛,真皮内のリンパ球浸潤,表皮細胞の satellite cell 

necrosis を伴う急性 GVH 様病変が発生した。皮膚浸潤細胞の免疫組織化学的検索で浸潤リ

ンパ球の主体はＴ細胞であり,自己反応性Ｔ細胞がこれらの病変発生に働いている可能性

がある。これら病変機序,自己反応性クロンの特徴について解析を進めている。 


